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14年9月期 構成比 15年9月期 構成比 前年同期比

4,875,076 100.0% 4,379,895 100.0% 89.8%

小売事業 4,329,332 88.8% 3,918,928 89.5% 90.5%

その他事業 545,744 11.2% 460,967 10.5% 84.5%

3,438,920 70.5% 3,115,018 71.1% 90.6%

1,436,155 29.5% 1,264,876 28.9% 88.1%

1,226,884 25.2% 1,183,135 27.0% 96.4%

209,270 4.3% 81,741 1.9% 39.1%

1,768 0.0% 916 0.0% 51.8%

5,117 0.1% 2,722 0.1% 53.2%

205,922 4.2% 79,935 1.8% 38.8%

6,052 0.1% 3,992 0.1% 66.0%

20,237 0.4% 16,999 0.4% 84.0%

158,048 3.2% 50,307 1.1% 31.8%

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

当期純利益

単位：千円

売上高

売上原価

売上総利益

販管費

営業利益
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1店舗平均日販17.7万円（前期19.4万円、91.4％）
⇒ 原材料等の高騰によりアイテム数が減少

万円
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1店舗平均1日客数 368人（前期比91.7％）
客単価 480円（前期比99.7％）

人/円
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客数の推移 時間帯別の客数前年比

売れ筋商品のアイテム数減少により客数減

人
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＊（）内は売上高の前年比

＊素材系は「豆富・豆乳、油揚げ・がんも」、惣菜系は「米飯、和菓子、惣菜（パック）、D+3商品、限定商品の一部」

買上点数の高い商品数が減少（惣菜系の商品）
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貸借対照表 キャッシュフロー計算書
百万円単位：百万円 15年3月期 15年9月期 増減額

流動資産 778 664 △ 114

現金及び預金 583 470 △ 113

売掛金 109 98 △ 11

棚卸資産 44 43 △ 1

固定資産 1,039 1,028 △ 11

有形固定資産 773 720 △ 53

無形固定資産 6 24 18

投資その他の資産 259 283 24

資産合計 1,818 1,693 △ 125

流動負債 488 380 △ 108

買掛金 323 230 △ 93

未払金 73 69 △ 4

固定負債 0 0 0

純資産 1,328 1,312 △ 16

負債純資産合計 1,818 1,693 △ 125
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既存直営店舗のシステム化

自動発注システムが構築でき生産性の向上

人員配置の見直しにより事業拡大のスピードアップ

新たなステージに向けて

前期まで様々な仮説を検証

検証結果に基づいた販売方法の実行
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『豆腐・豆乳・おからの専門店』へ

新業態の立上げ

販売手法・売上拡大の多様化

既存店は大豆加工食品の専門店から原点回帰へ

より分かり易いパッケージ・価格の見直し

出来たてを追求した業態と小スペースで対応できる業態

加盟店の売上拡大を目的に販売チームの立上げ



か
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『大豆加工食品の専門店』から
『豆腐・豆乳・おからの専門店』へ
⇒ 豆腐屋としての原点回帰へ

取扱商品の原材料には豆腐・豆乳・おからを原則使用

分かり易いパッケージへ順次リニューアル

価格帯も買い易い100円にリニューアル
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価格帯も買い易い100円にリニューアル ⇒ 来店頻度向上
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鮮度感を追求したら出来たてを提供することが一番
⇒ 草加ヴァリエ、アリオ亀有で店内調理販売を検証
⇒ 厨房設備をもち外部要因の影響が低い駅ビル等で展開
⇒ 利便性が重視されるため路面店より高価格帯で販売可能

売場が小スペースの施設の場合は、
⇒ 常温品と一部チルド品を販売する店舗を新業態として展開

出来たて商品を提供する業態を立上げ店舗数拡大を目指す

常温品を中心に販売する業態を立上げ売上拡大を目指す

【前提】 既存店での検証結果として、鮮度感（出来立て）の
高い商品は顧客の来店頻度が向上する
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本部から加盟店向けに試食販売人員を派遣する
（試食販売人員は元直営MGを中心に構成し、順次パート化する）
⇒ 実績に伴いエリアとルートを決める
⇒ 試食チームを定期的に派遣し、売上拡大を目指す

催事チームを立ち上げることにより、食品売り場以外も含めた
販売チャネルの模索
⇒ 催事販売で実績が伴う施設は直営店舗の出店を目指す
⇒ カテゴリーを絞った業態開発を検証する

催事チームを立ち上げて販売手法確立と売上拡大を目指す

試食チームを立ち上げて販売手法確立と売上拡大を目指す

【前提】 前期既存店で検証結果を残した試食販売を
まずは、加盟店を対象にアプローチを開始
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本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘する

ことを目的としたものではありません。また、本資料は2015年9月末現在の財務データに基づいて作成されております。

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は

約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。
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（2015年9月末日現在）

大株主情報

株主名 持株数 議決権比率

樽見茂 3,029,900 20.98%

伊藤偉平 377,700 2.61%

株式会社ハギワラ 350,000 2.42%

株式会社鈴木物産 300,000 2.07%

樽見登美子 289,000 2.00%

樽見浩 261,300 1.80%

篠崎屋取引先持株会 235,900 1.63%

自己株式 220,000 1.52%

篠崎屋役員持株会 213,800 1.48%

伊藤桂麗 182,100 1.26%

株主数 株式数 株式数分布比率

個人・その他 8,079 12,345,472 85.52%

金融機関 4 251,200 1.74%

その他法人 53 977,800 6.77%

外国法人等 21 224,100 1.55%

金融商品取引業者 14 418,028 2.90%

自己株式 1 220,000 1.52%

合計 8,172 14,436,600 100.00%


